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基礎技術研修(水質)について 

１．概要と実施内容 

 四国技術事務所では「若手職員の基礎技術力向上のため、簡単に参加できる短期の基礎技術研修」

を実施しています。今回、平成 28 年度の第２段として、「河川水質に係わる基礎知識及び水質事故時の

簡易分析・対策実習」を平成２８年１０月２０日午後～２１日午前にかけて開催しました。 

(1)内容： 河川水質管理に係わる全体的な概要説明、個別水質測定項目毎の意義などの理解向上、採

水の重要性とマニュアル解説・実機体験、緊急時水質測定方法実習、水質事故対策実習を実

施し、河川管理技術者としての技術力向上を図る。 

(2)受講者数 １３名（出張所係長１名、係員１２名） 
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３．主な状況・内容 

 (1)自己紹介 緊張ほぐし(アイスブレイク)と自己紹介を、

ゲーム仕立てで行いました。 

 (2)河川管理者としての水質管理 水質管理の意味を根拠

法から説明しました。 

 (3)水質測定実務概要と基礎知識 事務所においての水質業務について概

要と水質に関する基礎知識(河川水質・ダム湖水質)を説明しまし

た。 

 (4)採水マニュアルの説明・水質測定結果の見方と意味 水質測定において

非常に重要な採水について説明、及び主たる水質項目の見方とそ

の意味について講義＋採水機器の実演を行いました。 

 (5)緊急時水質測定方法(簡易測定装置・バックテスト・目視) 「各班

毎に簡易水質測定器の校正と測定実習、バックテスト実習、

油種ごとの目視・臭い等による分類実習・分解剤や吸着材

の室内実験」について実験形式にて説明を行いました。 

 (6)四国の水質事故・水質事故対策について  

 (7)水質事故対策訓練 「四国の水質事故の現状と報告・水質事故対

策の流れ等」の PPT にて講義の後、「水質事故対策訓練と

して簡易オイルフェ

ンス設置・水質事故

時での現地簡易水質

試験訓練を実施しま

した。 

 




